
 

 

2016 ～ 2020 年度　主な実績・研究業績

結びに

　関西大学では、2016年11月に本事業を始動し、大阪医科大学（2021年4月より

大阪医科薬科大学）と強固な医工連携体制を築き、現場の臨床医からのニーズに

基づいて、医療用の材料・システムを開発し、国際競争力のある医療機器として製

品化し、臨床現場（人＝患者と医師）に届ける研究を進めてきました。

　本学の13名の研究者を中心に展開されてきた多種多様な研究が、5年間の事業

期間を経て基礎研究・応用研究から次の段階へそれぞれ進んでいます。2021年1

月に開催した「関大メディカルポリマーシンポジウム」では、共同研究に繋げるた

めの研究シーズ、そして医系研究者と進めている共同研究の成果を発表いたしま

した。今後は、研究シーズを発展させ、さらなる飛躍（共同研究・実用化）へ繋げ

るこのような機会の必要性がますます高まってきます。

　この5年間で、「関大の研究力」を示す研究ブランディング事業として、本事

業は在学生や校友だけでなく、受験生やその保護者の皆さま、一般の皆さま、企

業の皆さまにも広く情報を発信してまいりました。「関大メディカルポリマー」

「KUMP」を通じて関西大学の魅力を知っていただけましたら幸いです。

　本事業は、2021年4月には関西大学先端科学技術推進機構医工薬連携研究セン

ターのプロジェクトでの活動を発展させ、先端科学技術推進機構の傘下に新たに

「関大メディカルポリマー研究センター（KUMP-RC）」を設立し、高分子研究の

一大拠点としてさらに研究力を高めてまいります。今後とも変わらぬご支援のほ

ど、どうぞよろしくお願い申し上げます。

関西大学　KU-SMART Project

事務局

本事業のメンバーは、この5年間で多くの研究成果を挙げてきました。その成果は、学会発表や論文の執筆
などの様々な形で発信し、新たな外部資金の獲得にも繋がっています。ここではその一部をご紹介します。

■ 研究業績

学会での受賞（件）
2016 2017 2018 2019 2020 計
17 17 20 9 7 70
17 40 24 18 31 130
3 12 8 3 6 32
282 223 323 286 141 1,255

論文発表（件）
図書（編）
国内外での学会発表（件）

年度ごとの業績は、ニューズレターのバックナンバーでご覧いただけます。

■ 教員の主な科学研究費助成事業採択実績（プロジェクト期間中）

大矢裕一
　基盤研究（A）／2016年度～2019年度
　「温度に応答して共有結合ゲルを形成する生分解性インジェクタブルポリマーの医療応用」
　基盤研究（A）／2020年度～2024年度
　「分解時間の自在制御が可能な生分解性インジェクタブルポリマーゲルの医療応用」

葛谷明紀
　学術変革領域研究（A）／2020年度～2024年度
　「ミニマル人工脳のための分子アクチュエーションシステムの開発」

小谷賢太郎
　基盤研究（B）／2017年度～2019年度
　「生理行動計測に基づくVRのための視覚-ハプティクス提示環境のガイドライン設計」

■ 教員の主な受賞実績（学会の冠賞）
大矢裕一
　 ◆日本バイオマテリアル学会賞（科学） 2017年11月
　 ◆高分子学会三菱ケミカル賞　2018年9月

宮田隆志
　 ◆高分子学会賞（科学） 2020年5月
　 ◆繊維学会賞　2020年6月

岩﨑泰彦
　 ◆日本バイオマテリアル学会賞
　  （科学） 2020年11月

2020年7月、本事業研究代表者らの共同研究テー
マが、関西大学の「新型コロナウイルス禍の克服に
資する研究プロジェクト」に採択されました。新型
コロナウイルス感染症（COVID-19）の克服に向け
ての社会的課題の解決に資するプロジェクトを助成
するもので、本テーマを含む14件が選ばれています。

採択テーマ：高分子ミセルを用いた
 対コロナウイルス経鼻型ワクチンの開発
研究代表者：大矢裕一　化学生命工学部教授
共同研究者：葛谷明紀　化学生命工学部教授
研 究 期 間：2020年7月1日～2021年3月31日

関西大学の「新型コロナウィルス禍の克服に資する研究プロジェクト」に採択
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